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第３章 埼玉県の薬物乱用対策の方向            

１ 第２次計画の取組及び成果 

 (1)数値目標 

第２次計画では、大麻事犯が顕著に増加しており、そのうち約半数は若年層であるこ

と及び当県においてスポーツの世界大会が開催されるため、諸外国との交流が活発化す

ることで海外における薬物情勢の影響を受け、安易に薬物を手にすることが懸念される

ことを踏まえ以下の数値目標を掲げました。 

 

目標項目 
平成 29 年 12 月末 

【参考値】 
令和２年度末 
【目標値】 

違法薬物を拒絶する規範意識の向上（若年層） 

①新たな教材・啓発資材注１）の普及率 

②薬物乱用による害の正しい知識の理解度 

③薬物乱用に対する拒絶意識の割合 

 

①  － 

② 73.4％注２） 

③ 63.0％注２） 

 

① 100％ 

② 85％以上 

③ 80％以上 

重点取組：若年層に対する大麻の正しい知識の啓発 

 

 

 

 

(2)結果 

 「①新たな教材・啓発資材の普及率」について、大麻の乱用防止啓発に特化したリー

フレット及びスライドを作成しました。令和２年度の薬物乱用防止教室等から活用が始

まっており、普及率 100％は到達できると考えられます。 

 「②薬物乱用による害の正しい知識の理解度」及び「③薬物乱用に対する拒絶意識の

割合」について、大麻乱用による危険性の理解度及び大麻への拒絶意識を持っている方

の割合を把握するため街頭アンケート等を実施しました。第２次計画では、令和２年度

の理解度及び割合が目標値となっておりましたが、新型コロナウイルスの影響でキャン

ペーンが実施出来ず、目標の達成を確認することは出来ませんでした。近年、大麻事犯

が顕著に増加しており、特に若年層での乱用が多いことが問題となっていることを鑑み

ると、この２つの目標は引き続き次期計画においても掲げる必要があると考えます。ま

た、薬物乱用防止教室等の若年層に向けた啓発機会を中心にアンケートを実施し、理解

度に応じて啓発内容の更新等を実施していく必要があると考えます。 

   

 

 

 

 

注１）学校等での薬物乱用防止教室や県政出前講座で使用する教材、街頭キャンペーン等で使用する

啓発資材 

注２）平成29年度に実施した薬物乱用防止キャンペーンにおける街頭アンケート等での結果 

 



 

23 

 

（参考） 

数値目標（令和２年度末） 

平成 30年度 令和元年度 

実績 実績 

①新たな教材・啓発資材の普及率 100％ 新教材の作成 新教材の作成 

②薬物乱用による害の正しい知識の理解度 85％以上 77.6％ 73.3％ 

③薬物乱用に対する拒絶意識の割合 80％以上 61.2％ 64.3％ 

 

 

 

２ 薬物乱用の現状 

 平成27年度から埼玉県薬物乱用対策推進計画を定め、「予防啓発」「回復支援」「取締

指導」の３つの柱により、薬物乱用対策を実施してきたところですが、依然として全薬物

事犯の検挙者数は500人前後で横ばいに推移しています。なかでも大麻事犯は増加傾向が顕

著になっており、その約半数は若年層が占めています。大麻は、覚醒剤など他の薬物の乱

用に至る入り口となっている側面もあることから、若年層を中心に大麻の危険性・有害性

について啓発を強化することが重要です。 

 令和元年度厚生労働行政推進調査事業「薬物使用に関する全国住民調査（２０１９年）」

では、大麻使用者が増加する背景には、以下の３つの要因を推定しています。 

 第一の要因は、大麻の入手機会の変化です。大麻使用に誘われる機会は確実に増加しお

り、2019年調査では、大麻使用に誘われた経験を持つ一般住民は、全体の3.4％であり、1995

年からの20年以上におよぶモニタリング期間中で最も高い値です。また、過去１年以内に

大麻使用に誘われた経験も0.27％と報告され、他の薬物に比べて突出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 薬物使用に誘われた経験率の推移 

図 22 薬物使用に誘われた経験率(過去１年)の 

   推計値(2019年) 
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 第二の要因は、大麻使用に対する意識の変化です。大麻使用を肯定する考えが、若年層

で広がりつつあり、大麻を使用することに対しては、９割以上の一般住民が「使うべきで

はない」と考えている一方で「少しなら構わない」あるいは「個人の自由」と考えるもの

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第三の要因は、危険ドラッグからの転向の可能性です。規制強化後に、危険ドラッグか

ら他の物質に依存対象を変えた患者のうち、約半数が覚醒剤や大麻といった他の違法薬物

に切り替えていたことが報告されています。そのため、大麻使用者の増加の背景には、危

険ドラッグ・ブームの終息が何らかの影響を与えている可能性は否定できません。 

 一方、全国住民調査（国立精神・神経医療研究センター）によれば、薬物使用経験を持

たない者に対して、薬物使用しない理由を尋ねたところ、「そもそも薬物に興味がない」

という理由が最も多く、次に「法律で禁止されているから」、「身体や精神に悪影響があ

るから」と続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、令和元年における組織犯罪の情勢（警察庁）によると、大麻乱用者が大麻を初め

て使用した動機として、若年層では「好奇心・興味本位」「その場の雰囲気」が約８割と

なっており、また、大麻に対する危険性については、「全くない」「あまりない」の割合

が覚醒剤の5.9％に比べ、大麻は78.9％であり危険性の認識が低いことが明らかになりまし

図 23 大麻、覚醒剤を容認する考えを持つ者の推移 

  「少しなら構わない」と「個人の自由」の合計 

図 24 薬物使用経験を持たない者の「薬物使用」しない理由 
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た。さらに、大麻の危険性を軽視する者の多くは「大麻が合法な国がある」「依存性はな

い（弱い）」「酒や煙草よりも害はない（少ない）」といった誤った認識を持っており、

その情報の多くは「友人・知人」や「インターネット」から入手していることが分かりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大麻事犯が増加している原因として、インターネット、ＳＮＳに「大麻は危険ではない」

等という誤った情報が広がっていることにより、若年層を中心に興味本位で大麻の使用を

始めてしまうことが考えられます。 

 

３ 数値目標及び体系  

(1) 総合目標 

条例の目的である「県民が安心して暮らすことができる社会」を実現するため、こ

の計画が目指すべき総合目標を「県民が安心して暮らすことができる薬物乱用のない

社会をつくる」としました。また、総合目標を達成するための指標として数値目標を

定め、薬物乱用対策のための施策を推進します。 

(2) 数値目標 

 大麻事犯が増加傾向にあることから、若年層を中心に「身体や精神に悪影響を及ぼ

す」という危険性・有害性について正しい知識をもって、興味本位やその場の雰囲気

に惑わされることなく、拒絶する行動がとれるよう規範意識の醸成を図る必要があり

図 25 大麻を初めて使用した動機 図 26 大麻及び覚醒剤に対する危険性の認識の比較 

図 27 大麻に対する危険性を軽視する理由 

図 28 大麻に対する危険性を軽視する情報 

   の情報源 
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現状
※令和元年度

①薬物乱用による害の正しい知識の理解度 85％以上 73.3%

②薬物乱用に対する拒絶意識の割合  80％以上 64.3%

③薬物乱用防止指導員の活動率 90%以上 80%

数値目標（令和5年度末）

重点取組：若年層に対する大麻の正しい知識の啓発

ます。 

 数値目標としては、第２次計画で策定した数値目標「薬物乱用による害の正しい知

識の理解度」「薬物乱用に対する拒絶意識の割合」については、薬物拒絶意識の醸成を

図るためにも重要な数値であり、薬物乱用防止教室の効果を判定するための指標にも

なることから、本計画においても引き続き取り組みます。また、青少年による薬物乱

用を防止するためには、薬物乱用防止教室やキャンペーンでの啓発が必要であり、そ

れらを担う薬物乱用防止指導員の活動率を高めることが重要であることから、「薬物乱

用防止指導員の活動率」を新たな目標として定めることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 計画の体系 

前章において整理した課題を踏まえ、今後の薬物対策の方向を整理し、３つの基本

目標と、それを達成するための９つの施策を体系化しました。 

 

ア 基本目標Ⅰ  

予防啓発の充実強化による薬物乱用の未然防止の推進 

 

《施策１》 学校における薬物乱用防止教育の充実強化 

（取組１）薬物乱用防止意識を向上させる教育の実施 

（取組２）効果的な啓発資材の作成及び配布 

（取組３）創作活動を通じた薬物乱用防止意識の向上 

 

《施策２》 青少年を中心とした地域社会全体の薬物根絶意識の醸成と未然防止のた

めの取組強化 

（取組４）各種運動、キャンペーンによる啓発活動の実施   

（取組５）各種媒体を用いた薬物乱用防止啓発情報の発信 

（取組６）地域住民への啓発活動の推進 

（取組７）青少年を有害情報から守る取組の強化 

（取組８）青少年、家庭及び地域社会に向けた薬物乱用防止啓発資材の作成・配布 
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《施策３》 薬物乱用防止のための普及啓発への支援の充実 

（取組９）薬物乱用防止活動を担う人材の育成 

（取組10）啓発活動への支援 

 

  イ 基本目標Ⅱ  

薬物依存症からの回復の支援及び薬物乱用者の家族等への支援の充実強化によ 

る再乱用防止の徹底 

 

《施策４》 薬物依存症治療体制の充実 

（取組 11）薬物依存症者に対する医療の提供 

（取組 12）薬物依存症治療に係る医療体制の整備 

 

《施策５》 社会復帰に向けた回復支援の充実強化 

（取組 13）薬物事犯者に対する更生支援 

（取組 14）回復支援に取組む団体との連携 

 

《施策６》 関係機関による相談体制の充実強化 

（取組 15）薬物問題に対する相談体制の充実 

（取組 16）回復支援に取組む関係者への支援 

 

  ウ 基本目標Ⅲ  

取締指導の充実強化による乱用薬物の流通阻止の徹底 

 

《施策７》 大麻、麻薬、覚醒剤等の規制薬物の取締りの充実強化 

（取組 17）薬物密輸・密売組織の壊滅、末端乱用者に対する取締りの徹底 

（取組 18）不正大麻・けし撲滅運動の実施 

 

《施策８》 正規流通麻薬、向精神薬等の適正な管理の徹底 

（取組 19）医療機関等への監視指導の徹底 

（取組 20）偽造・変造処方箋対策の徹底 

 

《施策９》 多様化する乱用薬物等に対する迅速な対応による薬物の流通阻止 

（取組 21）危険ドラッグ等の監視指導の強化 

（取組 22）新たな乱用薬物等の流通及び使用実態の把握 

（取組 23）知事指定薬物の迅速な指定による規制の強化 
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国の戦略目標（第五次五か年戦略） 本計画における取組の方向性 

目標１ 

青少年を中心とした広報・啓発を通じた国民

全体の規範意識の向上による薬物乱用未然

防止 

＜３つの柱－１（予防啓発）＞ 

予防啓発の充実強化による薬物乱用

の未然防止の推進 

目標２ 

薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な

社会復帰支援による再乱用防止 

＜３つの柱－２（回復支援）＞ 

薬物依存症からの回復の支援及び薬

物乱用者の家族等への支援の充実強

化による再乱用防止の徹底 

目標３ 

薬物密売組織の壊滅、末端乱用者に対する取

締りの徹底及び多様化する乱用薬物等に対

する迅速な対応による薬物の流通阻止 
＜３つの柱－３（取締指導）＞ 

取締指導の充実強化による乱用薬物

の流通阻止の徹底 
目標４ 水際対策の徹底による薬物の密輸入阻止 

目標５ 
国際社会の一員としての国際連携・協力を通

じた薬物乱用防止 

 

 

【出典】 

 図21～24：「薬物使用に関する全国住民調査（2019年）」 

      国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 

 図25～28：「令和元年における組織犯罪の情勢」 

      警察庁組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課 

  

《国の戦略目標と本計画における取組の方向性との対比》 
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基本目標 施 策 

Ⅰ 
予防啓発の充実強化に 

よる薬物乱用の未然防

止の推進 

１ 学校における薬物乱用防止教育の充実強化 

３ 薬物乱用防止のための普及啓発への支援の充実 

２ 青少年を中心とした地域社会全体の薬物根絶意識の醸成と

未然防止のための取組強化 

Ⅱ 
薬物依存症からの回復

の支援及び薬物乱用者

の家族等への支援の充

実強化による再乱用防

止の徹底 

４ 薬物依存症治療体制の充実 

５ 社会復帰に向けた回復支援の充実強化 

６ 関係機関による相談体制の充実強化 

９ 多様化する乱用薬物等に対する迅速な対応による薬物の

流通阻止 

Ⅲ 
取締指導の充実強化に 

よる乱用薬物の流通阻

止の徹底 

７ 大麻、麻薬、覚醒剤等の規制薬物の取締りの充実強化 

８ 正規流通麻薬、向精神薬等の適正な管理の徹底 

総合目標：県民が安心して暮らすことができる薬物乱用のない社会をつくる 

埼玉県薬物乱用対策推進計画体系 
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